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神戸プロジェクトチーム神戸プロジェクトチーム神戸プロジェクトチーム神戸プロジェクトチーム

サポーターとの連携サポーターとの連携サポーターとの連携サポーターとの連携･･･
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平成１６年３月１８日（木）：神戸プロジェクトチーム発足準備会の開催

平成１６年３月２４日（水）：第１回プロジェクト推進委員会開催

平成１６年度：ＩＴＳ世界会議とタイアップした、障害者にも利用できる　　　　　「歩
行者ＩＴＳ」を名古屋で試行、状況の把握

　　　　　　　神戸地区での設置を念頭に置いたピクトの公募、選定

平成１７年度：神戸地区においてピクトの設置
　　　ＩＴを活用した各種交通モード、施設等が連携した経路案

　　　　　　　内システムについて社会実験

平成１８年度以降：本委員会で得られた成果を全国展開



4

取組みの必要性取組みの必要性

○急速な少子高齢化により、要介護者とともに暮らし、介護する側　も高
齢化する社会となる。

○互いに支え合う社会としていくことは、国民共通の課題であり、　全て
の人々の参画によって創りあげていくことが基本。

○様々な分野の人々がアイデアを出し合い、10年先を見据え、今　こそ、
知恵を結集する時。

○ビジット・ジャパン・キャンペーンの一環として、訪日外国人の　方々へ
も多言語での情報提供が可能となる。

すべての人が持てる力を発揮し、支え合う
「ユニバーサル社会」の構築の一環として、
社会参画などにあたって必要となる自律的な
移動を可能とする取組みが必要。
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取組みのフィールド取組みのフィールド

○阪神淡路大震災の経験をこれからの日本の社会に活かす

　・6,400人以上の尊い命を失った大震災を乗り越え、全ての人の協　　力と和
の中でまちづくりが進められている。

　・震災の経験をもとに、神戸がユニバーサル社会実現へ向けた新しい　　考
え方を提示することは、震災時に神戸を支えてくれた全国の地域・　　人々へ
の貴重なメッセージになる。

○震災後10年の節目の時に、「災害に強い安心なまちづくり」へと新　しく生
まれ変わろうとする神戸の思いを世界へ発信することは意義深　い。

○神戸は、陸・海・空の交通が交わり、海外からも多くの人が訪れる国　際観
光都市。

○あわせて2005年度は神戸空港の開港、「チャレンジド・ジャパン・　フォーラ
ム（CJF）国際会議in神戸」の開催が予定されている。
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○目的地までのバリアフリールートや鉄道・バス　な
どの運行情報
　………様々な資料をつきあわせる必要がある

○突然のダイヤの乱れで、到着時間が予測　
できない
○普段使わない駅だと乗換えが分からない
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○電車が不通
　………適切な情報が得られずどうやって乗り　　
　　換えるかがわからない

○突然の道路工事で段差ができて通れない
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○新幹線から降りた途端、外国語の移動情報がない

○子供の視線から街のサインが見えない
　………お使いの途中どこで曲がるかわからなくなる

○点字ブロックに沿ってきたが、肝心の目的　地
がわからない



9



10

　・ブロードバンド・常時接続が急速に普及
　・IT国家実現に向けた制度整備が進展（電子署名法　等）

　・携帯テレビ電話の開発・普及・・・2001年サービス開始
　・無線ＬＡＮサービス（ホットスポット）の普及
　　　　　　　　　・・・鉄道駅、道の駅、空港などで実験・導入

　・ＡＤＳＬ，ケーブルテレビなどのブロードバンドの普及

　・2000～2001年交通エコロジー・モビリティ財団において検討
　・2002年３月２０日　ＪＩＳ（日本工業規格）化

　・地上デジタル放送・・・２００３年１２月スタート
　　　2006年までに、県庁所在地など主要都市で放送開始予定
　・ホームサーバー普及への動き

等
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ICタグの活用により、これまでの位置情報（緯度・経度等）に加え、“場所”
情報（ほしい情報がその場で得られる）の把握が可能になる。
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…

ＩＴ技術やピクトの活用で移動制約を軽減できる。

○道路から鉄道、バスまでシームレスな情報が　
入手できる
○リアルタイムのバリアフリー情報が分かる　　
………急な道路工事の情報も手に入る
○エレベーターの設置箇所など目的地の状況を　
あらかじめ確認できる

○急な振替輸送の情報も携帯端末を通じて、情　報
入手

…
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○駅の情報センターへ行けば、乗り換え情報を多言語で携帯端末を介して入手できる
　情報センターは世界共通のピクトで案内

○大事な曲がり角では携帯端末が知らせてくれる
　お母さんは、無事に目的地に着いたことを携帯端　末で
知ることができる

○目的地の正確な場所や入口を音声や振動で案内
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ユニバーサルなシステムにより、低価格で持続的なサービス
が期待できる

○ダイヤが乱れても、乗り継ぎや到着時間　を
的確に知ることができる
○普段使わない駅でもスムーズに乗り換え　ら
れる

○旅行先で沿道建物からの情報提供を活用　
し、全ての人の観光旅行が快適に
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すべての人が支え合う快適な移動が実現

○お店側から点字メニューなどの情報を簡　単
に提供できる

○テレビ電話の活用で、離れた人が買い物を支援


